
 

資料３－１ 

津波避難施設整備事業の概要 

事業の進め方のイメージ 

津波避難タワー（※２）のイメージ 

※１ 新たに用地の取得が必要な場合は、さらに整備期間を要します。 

※２ 本市では、津波発生時におけ

る緊急一時的な津波避難場

所として使用するため、仙台

港地区にある日鐵住金建材

仙台製造所と協定を締結し

ております。 
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津波避難施設（併設型）

整備期間：

概ね１年程度（※１）

整備期間：

概ね２年程度（※１）

設計・工事の説明

「施設概要」 

・ 鉄骨造（3層構造） 

・ 高さ 11ｍ（最上階） 

・ 避難階面積 140 ㎡ 

（3 階 70 ㎡、最上階 70 ㎡） 

・ 収容人員 約 200 名 

※ 高さ・面積等は、地域の浸水深及び施設

に持たせる機能等に応じて検討します。 


